
自動運転が切り拓く未来と課題 

はじめに：なぜ自動運転が注目されるのか 

日本では、深刻な運転手不足や交通事故削減、物流効率化といった社会課題が顕在化して

います。こうした背景から、自動運転技術は単なる便利機能ではなく、社会インフラを 

支える重要なソリューションとして期待されています。国土交通省と経済産業省が推進 

する「Road to L4」プロジェクトは、2025 年度までにレベル 4 の無人自動運転サービスを

40 か所以上で実装することを目標に掲げています。 

実証実験と社会の変化 

近年、全国各地で自動運転バスの実証実験や実際の運行が進んでおり、ニュースで耳に 

する機会も増えています。特に過疎地や観光地では、運転者不足を補うだけでなく、 

地域活性化や観光促進の手段としても期待されています。 

東京モビリティショー2025 では、自動運転バスやトラックの展示が目立ち、技術の進化と

社会的関心の高まりを象徴する場となりました。 

技術の進化と現状 

自動運転は国際的に「レベル 0～5」で定義され、現在はレベル 2（運転支援）が普及中で

す。完全自動運転（レベル 4）を実現するためには、以下の技術が不可欠です。 

 

センサー融合：LiDAR、カメラ、レーダーによる高精度認識 

AI 制御：走行環境のリアルタイム解析と意思決定 

通信インフラ：5G や時刻同期技術による低遅延通信 

冗長化設計：安全性確保のための複数系統システム 

車両間通信や路側機器との協調には、ミリ秒単位の精度が求められます。PTP（Precision 

Time Protocol）対応機器は、遠隔監視・運行管理の信頼性確保に直結します。 

 

レベル 0 手動運転のみ 

レベル 1 運転支援（ACC 等） 

レベル 2 黄土運転支援（高速道路） 

レベル 3 条件付き自動運転 

レベル 4 限定地域での完全自動運転 

レベル 5 完全自動運転（全領域） 

 

 



 

原田産業は時刻同期製品を各種取り扱っており、製品の提供により自動運転がもたらす 

未来を支えていきたいと考えております。 

 

関連製品ご紹介： 

IEEE1588 PTP に対応した小型・軽量・高精度なグランドマスタークロック 

 

グランドマスタークロック GM200 

高性能アクティブ型 GNSS アンテナと高性能 GNSS 受信機が一体になったスマートアンテナ 

 

Acutime360 

 

その他各種時刻同期製品を取り扱っておりますので、お気軽にお問合せください。 

原田産業株式会社 AIF チーム sales-info@haradacorp.co.jp 

https://infocom.haradacorp.co.jp/time-synchronization/gm200
https://infocom.haradacorp.co.jp/time-synchronization/acutime360

